
  実りの季節                         校長  岡 本 清 豪 
 2学期が始まり１か月が経ちます。朝晩、夏のほてりを

静めるかのような涼しさと秋の深まりを感じています。リ

ンゴやブドウなどの果物が実る時期になりました。私の

住んでいる地域の住宅街にも、散歩の途中、お庭に立

派になったブドウの木を目にし、秋の豊かな実りを実感

しています。 

 そんな光景を見ながらふと、「ブドウの花はどんなの

だっただろう」（ファイターズの『キツネの鳴き声はどんな

なの？』が流行っていますが…）と思いました。 

 実がなっているのだから、花は咲いているに違いあり

ません。調べてみると小さな花が確かにあります。花と

は思えないほどの小さなものです。 

 ブドウばかりでなく、リンゴも梨も秋に実る果物の木

は、春に花が咲きますが、どれも小さな目立たない花ば

かりです。 

春、色鮮やかに咲く花に隠れ、その印象は薄いのです

が、確実に、やがて来るべき季節に向け、決して焦らず、

静かに実をつける準備を進めてきたのです。 

 人の一生もこうあるのだろうな、と思います。 

秋に豊かな実りのなる果物の木には、春、鮮やかな花を

咲かせる木はありません。一方、人は、特に中学生・高

校生…若いときほど、あせりが生じ、不安な気持ちにな

ることが多いものです。自分にできないこと、足りない

こと…、そんな劣等感や未熟さを克服するために、なん

とか早く、鮮やかで大きな花を咲かせたい、と考えるも

のです。 

 しかし、そんな時ほど焦らず、あわてず、あきらめず、

毎日のやるべきことをきちんとやる。この一見、地味で

目立たない日常の繰り返しが、実は大切なのです。 

 希望を捨てることなく、風雨に打たれながらも、やが

て大きな実をつけることを夢見て、日々を歩むことが

出来たら、どんなに素晴らしく、またどんなに幸せなこ

とでしょう。 

 確実に来る「実りの季節」にふさわしい中学校時代の

今の「生き方」を、子どもたちに考えるきっかけを与え

ることは、私たち大人の責任であろうと思います。 

 もうじき、３年ぶりに保護者の方々の参観のある文化

祭となります。今の生徒たちは、コロナの影響で、先輩

方の活動を見る、触れる機会

もほとんどありませんでした。

それでも、彼らが準備を進め

てきた今の、今年の「実り」

に、ぜひ温かな励ましをいた

だけますようお願いします。 

《教育目標》 

小樽の未来をつくる 北陵生の育成 

〇深く学び、考え、表現できる生徒 

〇豊かに人とつながり、思いやりのある生徒 

〇たくましく心身を鍛え、自らを律する生徒   
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 ここがすごいぞ！北陵生！ 
  令和４年度「楽しい子育て全国キャンペーン」三

行詩募集において、３年２組〓村真南さんが見

事！優秀賞に輝きました。すごい！真南さん、本

当におめでとう！！！ 

 9月現在でも本校において感染拡大の勢いは止まりませ

ん。そんな中、齊藤主幹を中心に登校ができない生徒に対し

て、5教科を対象にオンライン授業を継続して行っています。

子どもたちからも「個別に

丁寧な説明のもと授業を

進めてくれるのでわかり

やすい」との声が聞かれ

ます。今後も子どもたちの

ために「学びを止めない」

取組を続けていきます。 

学びを止めないオンライン授業 

【優秀賞（中学生の部）】 
 

家族とすごす、当たり

前の時間 実は限り

あるらしい。ぽつりと

「今 日 こ ん な こ と が

あったよ」 



１０月の行事予定 

北陵中の学校と家庭の課題は？ 
 よりよい学校生活を創るため実施した生活・学習アンケート結果（一部

抜粋）と今後の学校と家庭での取組を紹介します。子どもたちのために

学校と家庭の連携しながら、よりよい学校生活を創っていきましょう。 

【結果】 

 

 

 

 

 

 

 

【学校の取組】 

◇ 毎時間の授業における見通しを持った課題提示・振り返りをする中

で主体的、対話的な深い学びを展開しながら、学習に取組みます。 

◇ 担任と各教科担任が、小中一貫とした家庭学習の推進、家庭学習

強化週間の取組を実施します。 

◇ 今後も平日も学習時間を確保するため、放課後、「北陵学習室」に 

   おいて、学習サポートを実施します。         

◇ スケジュール手帳を活用し、生徒ひとり一人が主体的に計画を立て   

     生活・学習習慣の確立に向けて、より一層取り組みます。 

【家庭の取組】 

◇  毎日、家庭で学習する時間を学年×10分＋10分（1年80分、2年   

   90分、3年100分）確保するよう取り組みをお願いします。 

   ※学年は、小1から中3まで通して、数えています。 

◇  「おたるスマート7」によるスマホの使用時間、「1日2時間以内とし、 

   夜10時以降は使用しません。」の取組をお願いします。 

高島越後盆踊り体験会 
 小樽市教育委員会が取り組む小樽

市民族芸能伝承事業として、9月9日

(金)に１年生78名を対象に、高島越

後盆踊りの体験会が実施されました。

子どもたちは高島越後保存会の方々

の華麗な踊りに魅了され、胸に響く太

鼓とおはやしの音頭にのって、見よう

見まねで、素敵な表情で踊っていまし

た。この姿に伝統芸能の大切さをあら

ためて実感し

ました。次年度

以降も継続的

に取り組んで

いきます。 
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・「平日の家庭学習時間が30分未満の割合」は、1年19.4％（R3＋0.7）、 

 2年29.2％（R3＋15.6）、3年22.9％（R3＋3.8） 

・「数学で分からないところを北陵学習室に参加して聞きたい」は、「当てはま 

 る」と「どちらかと言えば当てはまる」は、42％(R3－4） 

・「平日スマホ４時間以上使用する」は、1年8.3％（R3＋0.3）、2年15.3％ 

 （R3＋12.6）、3年7.1％（R3－0.3） 

※ほぼ全般的に昨年度と比較すると低下しており改善のため、以下のような  

 取り組みを学校・家庭で連携をしていきますのでよろしくお願いします。 

届けよう“服のチカラ”プロジェクト 
 現在、2年生ではユニクロやGUが行ってい

る難民の子どもたちに服を届ける活動に参加

しています。子ども服回収にご協力ください。 

＜期間＞  

・ 11月8日（火）まで 

＜回収方法＞ 

・ 本校職員が回収をする場合 

  （お電話を頂ければ回収に伺います） 

・ 本校に直接持参頂く場合 

  （平日8:30～16:30までにお願いします） 

＜服のサイズ＞ 

・ 赤ちゃん用から１６０ｃｍまで 

＜お問い合わせ＞ 

・ 北陵中2学年担当（0134-24-5500）  

 

日 

曜日 行事予定 ☆北陵学習室開講日 

（Ｓ.Ｃ＝スクールカウンセラー） 

 １ 土  

 ２ 日  

 ３ 月 文化祭片付け（１時間目） 

文化祭振り返り（２時間目） 

分掌部会（５時間授業） 

PTAバス停見回り（～7日） 

 ４ 火 ☆ 

 ５ 水 学級役員選出 ☆ ＳＣ 

 ６ 木 避難訓練（６時間目） ☆ 

  ７ 金 地域公開日（６時間目） ☆ 

 ８ 土 英語検定試験 

道Ｐ研究大会（北見市） 

 ９ 日 道Ｐ連研究大会（北見市） 

１０ 月 スポーツの日 

１１ 火 認証式（６時間目） ☆ 

１２ 水 水産高校体験入学☆ 

１３ 木 復習テストＢ（３年生） 

全校協議会・専門委員会 

１４ 金 英検IBA（全学年） 

職員会議（５時間授業） 

１５ 土 こどもの詩表彰式 

１６ 日  

１７ 月 小中合同授業（５年生） ☆ 

１８ 火 公開研究会（４時間授業） 

※3年2組のみ5時間授業 

１９ 水 校内研修 SC 生徒会議案審議 

２０ 木 ☆ 

２１ 金 命の大切さを実感する教室 

（5時間目） 

生徒会PTAゴミ拾い 

ボランティア ☆ 

２２ 土 小田柿杯バレーボール大会 

２３ 日  

２４ 月 進路に関する総合（1・2年） ☆ 

２５ 火 小樽市教育研究会・５時間授業 

２６ 水 生徒総会・分掌部会（5時間授業） 

２７ 木 仙台管弦楽団（5時間目2年生  

6時間目 1・3年生） ☆ 

２８ 金 全校朝会 

キャリアチャレンジディ☆ 

２９ 土  

３０ 日  

３１ 月 小中合同授業・新入生体験入学 

（６年生）・教育相談 ☆ 


